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１.なぜアルコール濃度が重要なのか

取引・証明・安全を支えるアルコール濃度

消費者の信頼
酒類などの表示を同じ意味で理解できる

公正な取引・課税
濃度と数量が価値や税額の基礎になる

品質・安全
食品・医薬・工業製品の品質に関わる

国際流通
国や地域を越えて同じ基準で比較できる

定義と測定方法の国際的な整合が重要
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２.アルコール濃度とは：体積百分率と温度

「何を基準にするか」「何℃で表すか」で濃度表示の意味が変わる

種類 考え方 単位例 温度

体積百分率 成分の体積 ÷ 全体の体積 vol% 温度に依存

質量百分率 成分の質量 ÷ 全体の質量 % 依存しにく
い

質量濃度 成分の質量 ÷ 全体の体積 g/L 温度に依存

体積を使う濃度では、温度指定が必要

液体は温度で膨張
体積・密度が変わる
読み値を基準温度へ換算

アルコール度数（vol%）は体積百分率、温度の扱いが測定の信頼性に直結する

日本は15℃
（石油製品の基準温度も15℃、欧州の慣行？）

海外は20℃が多い
（長さ、体積などの多くの計量標準も20℃）

分野ごとの歴史と国際慣行が違いの原因
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3. OIML R22：国際アルコール表の役割

OIML R22 International alcoholometric tables；国際アルコール表(1975年制定)
エタノール水溶液の「濃度」と「密度」を結びつける共通基盤

R22の役割
・濃度と密度の関係を与える
・国際的な共通基盤

アルコール濃度が高くなるほど密度は低くなる
0 (vol%)

(g/cm3)

100

JIS B7548:2008酒精度浮ひょう より

0.991

0.793
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4.改定動向：国際温度目盛（ITS-90）との整合へ

R22制定時の温度目盛から、現行国際温度目盛への整合へ

R22制定時（1975年）
１９６８年国際実用温度目盛（IPTS-
68）に基づく国際アルコール表

現行国際温度目盛
1990年国際温度目盛（ITS-90）

改定の方向
・2009年1月OIML TC9/SC4 において
プロジェクト開始
・R22をITS-90へ整合させる検討
・2WD（公開日 2019/10/25）

意義
高精度測定で国際的な一貫性を確保

改定の目的は、測定の基準を最新の国際標準とそろえること

従前のアルコール表（2011年以前）

国際アルコール表R22-1975（2012年～現在）

国際アルコール表R22-20XX

最大で0.3 vol％（１５℃）

最大で0.015 vol％（１５℃）
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５.まとめ：単位は社会を支える共通言語

1  アルコール濃度は、取引・表示・品質を支える重要な測定量

2 体積百分率であるため、基準温度が必要

3  OIML R22はアルコール濃度と密度を結びつける国際的な共通基盤

4  改定は国際標準との整合を保ち、一貫性を高める

身近な「アルコール濃度（vol％）」には、国際的に整合した計量の仕組みがある。
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ご清聴ありがとうございました。
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